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●コーディネータ菊山さんより挨拶
昨今、世界中で「原子力ルネッサンス」という言葉を聞くようになり、原子力エネルギーの将来に
明るい兆しが見えている。さらに最近のオイルやガスの価格、地球規模の気候変動の問題などによ
り原子力産業が復活しつつある。原子力は、将来においても安定性が高く、使いやすい電力供給源
であるが、人々から信頼されなければ、その実現は難しい。そのために、信頼を得るための継続的
な努力が必要である。本日は 3人のパネリストからどのようにして一般市民と良いコミュニケー
ションが図れるか、市民から信頼を得ることができるか、について示していただく。

これまで 7年ほど原子力安全委員会で委員を務めてきた。年に 2回ほど地方都市でミーティング
を開催し、一般の市民と直接対話をする機会を設けている。また通常の委員会は週に 2回公開で
開催されてきた。一般からの様々な質問に対しても、原子力安全委員会は答えている。これらの場
は、原子力関連の問題についての議論の場であると同時に一般市民の原子力や放射線に対する理解
促進に寄与している。

日本人の原子力に対する知識と理解の現状について興味深いデータがある。話すことに関しては消
極的ではあるが、放射線、タバコ、航空機などについて、リスクとベネフィットの両方に関しての
理解度を調査してみると、タバコに関しては、リスクがあることを知っている上に、ベネフィット
ということに関しては航空機などに比べて低いと認識していることがはっきり示されている。また、
放射線についてもリスクがあることは分かっている上で、ベネフィットの部分があることも理解し
ていることが示されている。つまり、なかなか自分から話すことはしないものの、理解はできてい
るということを示しているといえる。これは、物事がきちんと説明をされることが重要であり、そ
れによって一般の方の理解は進むはずであるということである。たとえば、放射線によるDNA損
傷をあげると、どんな線量の放射線でもがんになると考えている人が多いが、生物には損傷を修復
する機構があり、実際には放射線によってDNAに傷がついたからといって、それがすべてがんに
なるということはなく、高線量・高線量率でなければがんにならない。こういうことも含めて、専
門家がきちんとはなさなければならないことがまだまだあるのではないか。

リスクリテラシーやリスクコミュニケーションの醸成は一般市民やステークホルダーにとっても重
要なことであり、健康リスクというものは人々にとって共通の最も関心の高い事項なのだから。

セラフィールドではここ 20年で近隣住民とのコミュニケーションがよくなってきている。これま
で原子力施設の情報は、施設側から発信するものしかなかったが、1977年以降、独立した組織が
必要という一致した見解のもと、連絡委員会 (SLLC) を設置し、プレスへの報告だけではなく、市
民側からの質問を受け、それをウェブサイトに公開するなどの活動をしてきていることの成果だと
思う。SLLCの現副委員長は女性であり、さらに偶然ではあるが、現議員はすべて女性である。だ
からというわけではないが、SLLCは地方議会とも良好な関係にある。

BNFL では、セラフィールドビジターセンターの設置、主要なステークホルダーとの会談、パンフ
レットやウェブサイトでの情報公開といった活動も進めている。ビジターセンターでは、積極的に
施設見学を受け入れ、今では年間のべ 10万人の見学者がある。このような活動では、きちんとし
た計画と運用の説明や地域住民の計画への取り込みが必要となる。そもそも全国規模で物事を進め
ようとするとき、もっと小さな地域レベルから進める必要があり、これは忍耐と時間が必要なこと
はいうまでもない。

BNFL では市民の信頼を得るために多くの場所で女性が参画している。女性は、市民への説明にお
いて恐怖を与えず、強い絆を構築することに長けている。BNFL では女性を大使として、学校や地
域の行事などに派遣して様々な活動をしている。しかし、そもそも小学校などでは子供たちの興味
は物理や数学、化学には向いていない。少しでも興味を持ってもらい、理解してくれるよう手助け
していくつもりだ。現代ではまた、メディアの活用は大きな成果を挙げることができる。イギリス
では子供たちに科学や工学を受け入れやすくするため、科学番組に女性の科学者 (教授 ) が出演し、
人気を呼んでいる。

エンジニア、という言葉を辞書で調べると、「問題解決のための科学的知識を持って、情報を社会
に供給することができる人であり、市民ときちんと話ができるものである」と書かれている。エン
ジニアの義務は、誠実に、公平に、プロとしての知識をもって社会のために無制限に貢献し、一般
大衆との対話を続けることにある。エンジニアは、問題が起こったときに、それが何によって起こっ
ているのかを知っているので、市民と直接対話することによって、市民の考えを吸い上げながら、
解決に向かわせることができる。これには、メディアや教育をどのように活用していくのかも重要
である。

日本においては、市民との直接対話ではなく、メディアやパネルディスカッションによる対話がさ
れていた。市民との対話の場に、問題点が何かを知っている専門家が加わることによってより解決
に向かうはずである。これは原子力の事柄に限らず、環境、食品添加物問題などについても同じこ
とが言える。解決策の選択肢の精査や政策に対しても、多くの選択肢を創出し、それらを評価でき
る専門家の意見は意味がある。市民との対話を通じて、エンジニアはその専門知識に基づいた貢献
ができるし、リスクに対して異なる認識をもつ人とのギャップを埋める役割を果たし、より複雑な
問題を解決するための協力が可能である。


